
１．計画策定の目的 ４．基本目標

５．基本施策

２．計画の位置づけ

○基本施策１

(新)大分市総合計画 国　第３期スポーツ基本計画（令和４年度～令和８年度） ○基本施策２

※現在策定作業中

○基本施策３

○基本施策４

第２期大分県スポーツ推進計画

（令和３年度から令和12年度）

基本理念：県民総参加　スポーツ力を高め ６．計画の推進

　　　　　　　明るく元気な大分の創造 ○協働による推進体制

基本目標及び施策分類 （１）庁内横断的な連携

Ⅰ生涯にわたってスポーツに親しむ機運の醸成 庁内のさまざまな部局との連携を図ります。

Ⅱ県民スポーツを支える環境づくりの推進 （２）国、県、関係団体等の連携

Ⅲ世界に羽ばたく選手の育成 国や県との情報共有や、スポーツ関係団体と連携・協同して計画を推進します。

Ⅳスポーツによる地域の元気づくり ○計画推進のための財源確保

○計画の進行管理

３．計画期間

　本市の最上位計画である大分市総合計画の「めざすまちの姿」及び基本的な政策を踏まえ、国の
「第３期スポーツ基本計画」で示された新たな視点や県の「第２期大分県スポーツ推進計画」の方向
性を参酌し、本計画の基本目標の実現を図るため、４つの基本施策を設定します。

　平成23年８月、スポーツを取り巻く状況の変化を踏まえ、我が国のスポーツの推進のための基
本的な法律として新たに「スポーツ基本法」が施行されました。
　国において、スポーツの役割を踏まえ、スポーツ基本法に基づく「スポーツ基本計画」を策定
し、今後、国、地方公共団体及びスポーツ団体等が一体となって、スポーツ施策を推進していく
ための重要な指針として位置づけられています。
　これらを踏まえ、本市では、令和２年度に「する」「みる」「ささえる」の３つの視点をス
ポーツの関わり方の基本としてとらえた施策を幅広く展開し、競技スポーツの振興と生涯スポー
ツの推進に努めるとともに、スポーツがまちづくりにもたらす効果を活用した地域づくりを推進
するために「大分市スポーツ推進計画」（以下、「第１期計画」という。）を策定し、これまで
スポーツの振興に関する様々な施策に取り組んできました。
　このたび、第１期計画が令和６年度で終了することから、これまでの進捗状況を把握するとと
もに、国の「第３期スポーツ基本計画」や県の「第２期大分県スポーツ推進計画」を参酌し、本
市におけるスポーツに関する施策を総合的かつ計画的に推進するため、「第２期大分市スポーツ
推進計画」（以下、「第２期計画」という。）を策定します。

令和７年度から令和11年度（５年間）

 第２期計画は、国の「第３期スポーツ基本計画」及び「第２期大分県スポーツ推進計画」を踏ま
えつつ、大分市総合計画の下位計画として、本市の特性を考慮した独自の計画として位置づけて
います。

　「東京大会のスポーツ・レガシーの継承・発展」及び
「つくる/はぐくむ」、「あつまり、ともに、つなが
る」、「誰もがアクセスできる」といった新たな三つの視
点を踏まえて施策に取り組む。

第２期大分市スポーツ推進計画

第２期大分市スポーツ推進計画（素案）の概要について

　「第２期計画」では、本市が目指す姿を広く市民にお示しすることで、市民の意識醸成を図り、さ
らなるスポーツの振興につなげるため、基本目標を設定します。
　誰もがスポーツにアクセスでき、適性や能力に応じたスポーツに取り組んだり、スポーツを見るこ
とで活力を得たり、支えることで多くの人と交流し、共感する中で、それぞれの個性をはぐくみ、そ
の成長を実感できるまちづくりを目指します。

　スポーツ振興くじの助成制度の活用や施設のネーミングライツ、広告料収入、民間活力の活用
など、あらゆる手法による新たな財源の確保に努めます。

　計画推進のため、本計画に定める具体的施策施策ごとに事業や取組を掲げる「アクションプラ
ン」を定めます。評価・検証を踏まえ、年度ごとにアクションプランを更新することで、ＰＤＣ
Ａサイクルによる進行管理を行い、より効果的な事業や取組の展開を図ります。

誰もがスポーツを通じて個性をはぐくみ、ともに成長できるまち

ライフステージ等に応じたスポーツの推進

スポーツを支える環境づくりの推進

競技スポーツの振興

スポーツによるまちづくり



７．施策体系と数値目標

基本施策 具体的施策 数値目標

※R5年度比での増加割合

※R6年度市民意識調査で調査中

※累計団体数

　本市をホームタウンとするプロスポーツチーム、スポー
ツ合宿や各種スポーツ大会の誘致などによってスポーツ
を「みる」機会を創出するとともに、多様なプロスポーツや
トップアスリートとの交流を通じて様々な人があつまり、と
もに活動し、つながりを感じながらスポーツを楽しめる社
会の実現を目指します。
　また、これらの取組などから派生する社会的効果、経済
的効果を活用した施策を展開します。

　市民一人ひとりがレベルや志向、環境に見合ったスポー
ツ活動を推進することにより、こどもから高齢者・障がい
者を含めた市民誰もがスポーツにアクセスでき、日常的
にスポーツを楽しむことができる施策に取り組みます。
　また、様々な団体と連携・協同を進めるとともに、スポー
ツを「する」ための仕掛けづくりに取り組み、スポーツを
「する」機会の創出を図ります。

　市民の誰もがスポーツにアクセスできるよう、スポーツ
施設の計画的な維持管理・有効活用などストック適正化
に努めます。あわせて、アーバンスポーツをはじめとした
新たなニーズに対応する施設の整備について検討を進め
ます。
　また、スポーツ指導者の養成や確保を図るとともに、ス
ポーツイベントをはじめとした各種事業におけるボラン
ティアの活用を促進します。

　各種競技団体の活動を支援し、競技の普及を図るとと
もに、選手の競技力向上に努めます。
　また、県や大学・企業等との連携を強化し、競技スポー
ツの振興に努めます。

R2～R６年度

R5年度

R5年度

Ｒ５年度

R7～R11年度

３８団体 ４５団体
※

１５競技 ２３競技

R６年度 R11年度

調査中
※ 未定

R11年度

334団体 350団体

R６年度 R11年度

1,100人

R5年度 R11年度

1,063人 1,200人

976人

中学生５８.３％ 中学生６０.０％

Ｒ１～Ｒ５年度 Ｒ６～Ｒ１１年度

△１５.０５％ １０.０％
※

R11年度

1,813,234人 2,000,000人

R5年度 R11年度

Ｒ１１年度

124,388件 140,000件

Ｒ１１年度Ｒ５年度

現状値 目標値

Ｒ５年度 Ｒ１１年度

小学生６５.０％ 小学生６５.０％

７０.０％５０.４％
１．ライフステージ等に応じたスポーツの推進

①生涯スポーツの推進

②多様な主体におけるスポーツを「する」

機会の創出

③スポーツを「する」ための仕掛けづくり

①週１回以上のスポーツ・運動実施率

②運動することが好きな児童生徒の割合

③総合型地域スポーツクラブ会員数の

増減率（各クラブの平均）

④公共施設案内・予約システムの年間

予約件数（スポーツ施設分のみ）

２．スポーツを支える環境づくりの推進 ①スポーツ施設の管理

②スポーツを指導・支援する人材の育成

３．競技スポーツの振興

①競技スポーツの振興

４．スポーツによるまちづくり ①プロスポーツチームと連携したまちづくり

②スポーツ合宿及び各種スポーツ大会などを

通じた地域の活性化

③特性を生かした他分野連携による事業展開

①市営有料スポーツ施設の利用者数

②スポーツ指導者研修会の参加者数

③別大マラソンボランティア数

①全国大会以上の大会に出場する団体数

（生徒は九州大会を含む）

①県民スポーツ大会における優勝種目数

①年１回以上スポーツ観戦する市民の割合

②合宿団体誘致数


